
平成３０年  １月　９日

大規模氾濫に備え流域自治体等の防災担当者を集め
勉強会を開催します

～平成２７年関東・東北豪雨での鬼怒川水害に学ぶ～

◇勉強会では、鬼怒川の堤防決壊により甚大な被害が発生した茨城県常総
市の溝上危機管理監によるご講演の後、吉野川下流右岸の堤防が決壊し
た場合の避難や救助等の課題をグループワークで確認します。

◇勉強会を通じて防災対応力の向上を図り、吉野川において大規模氾濫が
発生した場合には、関係機関の連携により、被害の最小化及び逃げ遅れ
ゼロを目指します。

１．開催日時・場所
日時：平成３０年１月１２日（金）１４：００～１７：００
場所：徳島県教育会館 ５階 小ホール（徳島県徳島市北田宮 1-8-68）

２．参加者
吉野川下流大規模氾濫に関する減災対策協議会※

（構成員：徳島市、鳴門市、吉野川市、阿波市、石井町、松茂町、北島町、藍住町、
板野町、上板町、徳島県、水資源機構、気象庁、四国地方整備局）

※吉野川下流の河川管理者、県、市町等が連携して減災のための目標を共有し、近年、
吉野川流域で薄れつつある「水防災意識社会」を再構築するとともに、堤防の決壊
や越水等に伴う浸水被害に備えるべくハード対策とソフト対策を一体的、計画的に
推進するための協議・情報共有を行うことを目的とし、平成２８年５月に設立。

３．勉強会概要
（１）溝上博 常総市副参事・危機管理監による講演

鬼怒川の堤防が決壊するなどした平成２７年関東・東北豪雨での茨城県
常総市の災害対応や教訓、その後の取組事例についてご講演頂きます。

（２）グループワーク
吉野川下流で堤防が決壊したという想定の下、想定される浸水状況を確

認し合い、その状況を踏まえて避難や救助、水防活動等の課題をグループ
ワークにより確認します。なお、今回の勉強会を踏まえ、吉野川下流右岸
で堤防が決壊した場合の大規模な浸水想定による図上演習を別途今年度内
に行う予定です。

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所
本施策は、四国圏域広域地方計画「No.1 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等

への「支国」防災力向上プロジェクト」の取組に該当します。

【問い合わせ先】
国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所
電話：088-654-2211（代表） 088-654-9611（直通）

副 所 長 西山 修 （内線２０６）
◎河川調査課長 梶取 真一 （内線３５１）

◎主たる問い合わせ先

記 者 提 供 資 料
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議事（予定）

【前半の部：講演】

テーマ：平成２７年９月関東・東北豪雨災害の概要と教訓・取組事項

講 師：常総市役所 副参事・危機管理監 溝上博 氏

【後半の部：勉強会】

内 容：演習参加機関によるグループワーク

（留意事項）

・前半の部の講演については、撮影等の取材は冒頭までとさせて頂きます。

・講演で使用する資料については、提供可能です。

・後半の部で実施するグループワークについては、すべて公開します。
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◇講師のご紹介◇

常総市役所 副参事・危機管理監 溝上 博（みぞかみ ひろし）

【 経歴 】

昭和５２年 ４月 陸上自衛隊入隊

平成１１年 ３月 航空学校（三重県）３佐

平成１７年１２月 第９師団第９飛行隊長（青森県）２佐

平成１９年 ８月 陸上幕僚監部副監察官（東京都新宿区）

平成２２年 ３月 東部方面航空隊本部第３科長（東京都立川市）

平成２４年１２月 西部方面ヘリコプター隊長（佐賀県）

平成２６年 ８月 航空学校宇都宮校（栃木県）総務課長

平成２７年１１月 防災士、地域防災マネージャー取得

平成２８年 ９月 常総市 副参事兼防災・危機管理室長

・常総市では、平成 27 年関東・東北豪雨での常総市の災害対応を踏まえて、危機管理監

を平成 28 年 4 月に設置。危機管理事務の統括や初動対応の指揮監督、情報の一元的把

握などを担う。

・溝上氏は、陸上自衛隊西部方面ヘリコプター隊長などを歴任。その後、平成 27 年 11 月

には防災士等の資格を取得し、平成 28 年 9 月より常総市副参事・危機管理監に就任。




